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Ⅱ 防災に関する取組 

 

１ 緊急地震速報受信機の設置状況とその活用について 

（１）緊急地震速報受信機について 

①緊急地震速報の仕組み 

地震による初期微動（Ｐ波）と主要動（Ｓ波）には伝達速度に違いがあり、Ｐ波が先

に伝わる。その差を利用し、大きな揺れを伴うＳ波が到達する前に地震の発生を知らせ

る情報が、緊急地震速報である。震源に近い地震計がＰ波を観測すると、そのデータは

気象庁に送信され、震源の位置や地震の規模（マグニチュード）を予測し、各地のＳ波

到達時刻と震度を予想して緊急地震速報として発表される。 

最大予測震度が５弱以上である場合に発表される一般向けの緊急地震速報（警報）と、

マグニチュードが３．５以上、または最大予測震度が３以上である場合等に発信される

高度利用者向けの緊急地震速報（予報）がある。 

②導入機種について 

本事業で導入したのは、「緊急地震速報発報端末

地震の見張り番 Touch」である（株式会社センチ

ュリー社製）。 

高度利用者向け緊急地震速報を受信し、現地演

算方式により登録した設置場所ごとの情報を提供

するほか、次のような特長がある。 

・放送設備との連動、自動制御 

緊急地震速報を受信すると、到達までの時間と予測される震度を画面に表示し、同

時に音声で通知する。さらに、設定震度以上の地震が予想される場合は、自動的に校

内放送設備を立ち上げ、音声により通知する。 

・シミュレーション訓練機能 

任意の震度と到達時間を設定して訓練することができる。また、過去の地震データ

が登録されており、再現シミュレーションで訓練をすることができる。 

・津波情報の受信 

気象庁から津波・地震情報が発表された場合は、緊急地震速報と同様に画面、音声、

校内放送で通知する。 

 

 

 

 

 

 



6 

（２） 緊急地震速報受信機の設置状況について 

 設置校一覧 

№ 設置年度 設置校 

１ 平成２４年度 石巻市立石巻小学校 

２ 平成２４年度 石巻市立鹿妻小学校 

３ 平成２４年度 石巻市立広渕小学校 

４ 平成２４年度 石巻市立中津山第二小学校 

５ 平成２４年度 石巻市立鮎川小学校 

６ 平成２４年度 石巻市立住吉中学校 

７ 平成２４年度 石巻市立北上中学校 

８ 平成２５年度 石巻市立住吉小学校 

９ 平成２５年度 石巻市立貞山小学校 

10 平成２５年度 石巻市立鹿又小学校 

11 平成２５年度 石巻市立大原小学校 

12 平成２５年度 石巻市立万石浦中学校 

13 平成２５年度 石巻市立飯野川中学校 

14 平成２６年度 石巻市立湊小学校 

15 平成２６年度 石巻市立渡波小学校 

16 平成２６年度 石巻市立万石浦小学校 

17 平成２６年度 石巻市立大谷地小学校 

18 平成２６年度 石巻市立和渕小学校 

19 平成２６年度 石巻市立湊中学校 

20 平成２６年度 石巻市立青葉中学校 

21 平成２７年度 石巻市立寄磯小学校 

22 平成２７年度 石巻市立石巻中学校 

23 平成２８年度 石巻市立北上小学校 

24 平成２８年度 石巻市立牡鹿中学校 

25 平成２９年度 石巻市立雄勝小学校 

26 平成２９年度 石巻市立雄勝中学校 

27 平成２９年度 石巻市立渡波中学校 

28 平成３０年度 石巻市立大街道小学校 

29 令和元年度 石巻市立釜小学校 

30 令和元年度 石巻市立二俣小学校 

31 令和元年度 石巻市立山下中学校 

32 令和２年度 石巻市立中里小学校 

33 令和２年度 石巻市立開北小学校 
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34 令和２年度 石巻市立河北中学校 

35 令和３年度 石巻市立蛇田小学校 

36 令和３年度 石巻市立向陽小学校 

37 令和３年度 石巻市立飯野川小学校 

38 令和４年度 石巻市立稲井小学校 

39 令和４年度 石巻市立稲井中学校 

40 令和４年度 石巻市立河南東中学校 

41 令和５年度 石巻市立山下小学校 

42 令和５年度 石巻市立蛇田中学校 

43 令和５年度 石巻市立河南西中学校 
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（３）緊急地震速報受信機の活用について 

   【緊急地震速報受信機を活用して避難訓練をした回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【緊急地震速報受信機を活用した避難訓練に係る災害想定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 

 ・緊急地震速報受信機設置校では、受信機を活用した避難訓練の実施回数の平均は３．１回（前年度

３．３回）だった。３回以上活用した学校は２５校で７回活用した学校は３校あったが、１回にと

どまっている学校も８校あった。 

・緊急地震速報が流れると、児童生徒は教師の指示を待つことなく自分で判断し、身を守る行動が

取れるようになってきている。 

＜まとめ＞ 

 ・緊急地震速報受信機を活用した避難訓練は、「地震のみ」を想定した訓練より「地震・津波」や

「地震・原子力」など、複合災害を想定した訓練が多くなり、実際の災害を意識した実践的な内

容の訓練が行われるようになってきている。 


